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技術教育としての工作教育
松本　達郎（吉備中央町立津賀小学校）　有吉　英樹（岡山大学教育学部）
図画工作科は、戦前までの図画科と手工科が戦後の教育改革により一つの教科に統合されたものである。
手工科は普通教育における技術教育を追究してきたが、図画工作科になって以降の工作領域の内容は、美
術に偏ったものとなり、技術の基礎が軽視されているとの批判が技術教育を進める立場からなされている。
現在の図画工作科の教科書内容も、そのような傾向が一層進んでいる。 図画工作科の工作領域は、児童
が身の周りのものにはたらきかけ、世界を読み解いていくときの技術的基礎を育てるものでなくてはなら
ないと考える。 そこで図画工作科の前身である手工科が積み上げてきた成果に学ぶとともに、自然環境の
豊かな小学校における工作教育として適切であると考える「手仕事のカリキュラム」を構成し、実践した
内容を検討し考察する。
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小学校の工作教育については、技術教育を進める
立場から、その内容が美術に偏ったものになってい
るとの批判がある。 さらに、現在の図画工作科の工
作領域の教育内容について、工作を指導する教師か
らさまざまな問題点が指摘されている。 他方、図画
工作科については、教科として残すかどうかが検討
されているということも灰関する。
このような状況があるゆえに、工作領域の教育に
ついては多様な角度からの検討が必要であると考
える。
工作教育に関する問題点として、たとえば以下の
ようなことが指摘されている。
・作ることを楽しんでするが、作ったものを学校に
置いたまま帰り持ち帰らないとか、途中で捨てて
しまうことがある。 家に持って帰ったとしても家
庭内では役に立たず、親が困っている。
・ものを作る技術的な基礎・基本が身についていな
いので、他の教科の授業や学校生活において必要な
ものを作る際に、使用に耐え得るものを作れない。
・工作活動を通じて学んだことが学校の中だけのも
のになっており、家庭や地域での生活に生きてはた
らかない。
このような指摘は、図画工作科の教育内容の中に
「造形遊び」が取り入れられ、それが高学年にまで
広げられた1999年（平成11年）以降から、特に聞か
れるようになった。
そこで、図画工作科の工作領域はいかにあるべき
かについて、図画工作科の前身である手工科の歴史
に学ぶとともに、児童とともに取り組んできた手仕
事をテーマにした一連の教育実践をもとにして、自
然が豊かな地域にある現在の小学校において取り組
むのが適切であると考える工作教育のカリキュラム
内容と教育実践について提起する。
Ⅱ手工科に学ぶもの
1．創始期の手工科
図画に関する教科は1872（明治5）年に設けられ
たが、それから14年を経た1886（明治19）年に手工
科はまず高等小学校の随意科目になった。 （土地の
状況により英語、農業、手工、商業の一科若しくは
二科を加うる事を得。 「小学校の学科及び其程度」
による。）
その後、尋常小学校でも1890（明治23）年に随意
科目となった。
手工科の内容と指導方注は、スウェーデンのス
ロイド手工とフランスの手工科が参考にされてお
り、現在の工作教育と比べると職業教育的な傾向が
強かった。スロイド手工では木工を主に取り上げて
いて、最初はナイフのみでできるものを製作し、ナ
イフに習熟した後に鋸の使用へと進む教育が行わ
れていた。
フランスでは、1882年に手工科が初等教育に取り
入れられた。1900年の教育内容をみると、初級（1、
2年生）では折り紙をつかって長方形、正方形、正
三角形、平行四辺形、台形を含むもの（三角ぼうし、
薔薇の花など）を作り、作品をクロッキーで描くこ
とがされている。
中級（3、4年）では、折り紙や厚紙細工（幾何学
的立体）が行われ、さらにそれらをクロシキーで描
くことが求められている。
上級（5、6年）では、中級の教育内容を継承しな
がら、新たに投影図の作成、木工（普通に用いられ
る道具、指物などの使用）お、よび金工（槌、タガネ、
ヤスリを使った針金、鉄板細工）の活動等が行われ
ていた。、
2．手工教育の目的・内容
①上原六四郎の手工教育観（教育目的）
文部省は手工科の設置を決めたものの、新しい教
科である手工科を指導できる者がいなかったため
に、主に各府県の師範学校の教師で物理学を担当し
ている者か、器用でその道に趣味を持っている者を
集めて1887（明治20）年度から手工講習会を開催す
るようになった。
上原’六四郎はその講習会実施委員8名のうちの
ひとりであり、手工科設置についてさまざまな提言
をしてきている。 彼が手工教育のあり方について論
じている中で、特に次のように述べていることは注
目さる／ヾきであろう。
「教育は諸能力を調和的に発達させるべきもので、
小学校は児童の頭の力を養うと共にその頭の力を
助ける手指の働きを修練して、人間に人間として必
要な資格を与え無ければならぬ。」「教育は児童の
自己活動を利導すべきものである。 ・・・児童は心
身が共に活発であって、寸時も止む時がなく、物を
作り、壊．しする。この手指を動かしつつ知らず識ら
ずの間に物の道理を覚っていくものである。 故に児
童の好む性質に応じて手工を課し、その手指を修練
させる傍ら、これによって数学・物理学等の学理を
授けて行けば、実物指導の原理にも適って児童の天
性に適した学修をさせることができる。」注1）
上原は人間の調和的発達にとって、手工の果たす
役割が大きいことに着目している。 彼によれば手工
教育は、単に様々な加工技術を身につけさせるだけ
でなく、数学・物理学等の知的発達にも貢献し得る
教育的価値のあるものと考えている。
②手島精一の手工教育観（教育内容）
手島精一は1870（明治3）年から4年間にわたって
米国、イギリス等に滞在し、外国の産業の進展状況
や教育の実態を調査し、時の文部大臣森有礼に手工
秤設置を提言したひとりである。 彼の論述から手工
科について、次のような教育内容を考えていたと理
解される。
・日常生活において必要となる手仕事の基礎技能
を身に付けさせる。
・どのような仕事に就こうとも必要になる仕事の
基礎的な知識・技術を身に付けさせる。
・各種の製品の原材料や製作方法についての基礎
的知識を得させる。
手島精一は将来、家庭人、そしてどのような労働
に従事しようとも必要となる技術の基礎を身に付
けさせることを手工科の教育内容と考えている。 ま
た、さまざまな製品が各家庭で家内工業として作ら
れていた時代から、次第に機械で生産されるような
時代へと移り変わる状況の中で、さまざまな製品が
何からどのようにして作られるのかを児童に知ら
せることの大切さも説いている。 注2）
3．整備期の手工科
1891（明治24）年に公布された小学校教則大綱の
第13条において、手工科の要旨・教材・程度・注意
等が次のように示された。
「手工ハ眼及手ヲ練習シテ簡易ナル物品ヲ製作
スルノ能ヲ養ヒ勤労ヲ好ムノ習慣ヲ長スルヲ以テ
要旨トス尋常小学校ノ教科二手工ヲ加フルトキ
ハ紙、締、粘土、麦梓等ヲ用ヒテ簡易ナル細工ヲ授
クへシ高等小学校ノ教科二手工ヲ加フルトキハ
紙、粘土、木、竹、銅線、鉄葉、鉛等ヲ用ヒテ簡易
ナル細工ヲ授クへシ手工ノ晶類ハ成ルへク有用
ナルモノヲ選ヒ之ヲ授クル際其材料及用具ノ種類
等ヲ教示シ常二節約利用ノ習慣ヲ養ハンコトヲ要
ス」
その後、日本の手工科は諸外国の手工科の進展に
ついても学び取り、内容的に充実していった。
1904
（明治37）年には、尋常小学校教師用手工教科書が
上原六四郎と岡山秀吉によって編集・作成された。
児童用教科書については、準備されたものの出版に
は至らなかった。
手工科の教育内容に関しては、以下のような進展
が見受けられる。
・‘自由選題が各学年に設けられ、技術の基礎を学
習した後、児童がそれを活用して発展的なり組めるように
した。
・自由選題を設けることにより、児童に選択の余
地が生まれた。
・理科との関連を図るようにした。 （理科で使用
する押葉はさみ、自由選題による理科実験応用に関
する木製の物品等を手工科で作成する。 ）
・実用品・学用品の製作が増えている。
・玩具の製作が増えている。
・製図に関する内容が充実してきている。
4．その後の手工科の動向
第1次世界大戦後、自由教育の思想と実践が全国
に普及していくなか、手工科においても、手工と図
画との関連を図る試みや、自由手工、芸術手工、創
作手工、さらに科学との関連を強調した理科（科学）
手工などの試みも行われた。 従来からの手工はこれ
らのうち、実用手工という性格を持つものであった。
その後、日本が戦争への歩みを進めるなか、皇国
民の練成を目指した国民学校令が1941（昭和16）年
に制定され、学校教育課程の全面改定が行われた。
その際、手工科は図画と同じ芸能科の領域となり、
芸能科工作となったが、内容的にはほとんど発展は
見られず、戦後を迎えることになる。
5．手工科の取り組みに学ぶもの
上述した手工科の思想と実践の成果を踏まえると、現在
の工作教育を見直していく上で、以下の視点が重要
になると考える。
・ものを作る活動は、人間本来の根源的な要求に
かなったものであり、特に小学校教育にとっては必
要不可欠のものである。
・学校や家庭において実際に使用できるものを
作ることで、児童が作るものをイメージできるし、
かつ作ろうとする意欲を高めることができる。
・加工技術の基礎を重視することにより、生活の
なかで生きる技能を育てることができる。
・他教科の学習との関連に配慮することにより、
他教科の学習を応用する場をつくることができる。
Ⅱ工作教育のカリキュラムを作成する際の観点
1．基本的立場
図画工作科となる以前の手工科は、技術教育として発
展してきている。図画工作科とな？ て以降は美術に傾斜
Iしたものとなってきているが、ここで提起する工作領
域の内容は、技術教育の観点から構成している。
その際、参考にしたのが和光小学校の技術科の教
育実践である。 和光小学校では、1975（昭和50）年
以降、3年生以上は美術科と技術科を独立した教科
として、それぞれ専科の教員が指導している。 その
教材が背景にしているのは産業における技術の視
点である。（【資料1】参照）
それに対して、ここで提起するものは、現在、児
童が身の周りのものにはたらきかける上で必要な
技術的基礎に関するものを主に構成している。 工作
教育の内容は、児童が自分の身の周りのものにはた
らきかけ世界を読み解いていく上で必要となる技
術的な基礎となるもので、素材・材料、道具、技術
の視点から考えている。 以下、カリキュラムを編成
するにあたって重要と考えている観点について述
べることにする。
2生活との関連を図る
（D手工科における生活との関連
小学校教師用教科書の執筆者のひとりである岡
山秀吉が手工科の目的について次のように述べて
いる。
「手工教授の主目的は、簡易なる物品を製作する
の技能を得しめ、同時に手と眼の練習を計るのであ
る。ここに所謂製作とは、特種なる専門的なるもの
ではなくして、世人の日常生活に必須なる、頗る一
般的なる品物の製作を指すのである。 言い換ふれば、
理科・算術等で授けたる智識、或は図画などで授け
たる技能を、実際生活上に応用せんがため、これを
実物の上に表出する所の能力である。 而して、この
種の能力は、児童が他日実業に進むの索を為し、活
世界に処し、一市民－として有為なる活動を試むる上
に、頗る必要のものである。」注3）
これを生活との関連という視点から見ると、次の
点が挙げられる。
・日常生活で使用するものを製作する。
・教科学習で得た知識を生活上の実物に表出・活
用する。
・将来の職業生活ならびに一市民として必要な能
力の技術的基礎を育てる。
手工科においては、このような視点から生活との
関連を重視しているが、現在の図画工作科の教科書
の内容は全般的に生活との関連が希薄である。 問題
点として以下の諸点が指摘できる。
・現在の家庭地域でのものを作る活動との関連が
蒋い。
・学習の動機において、生活との関連が薄い。
・作ったものが学校や家庭での生活に役立たない
ものが多い。
・ものをつくる技術的基礎の育成が不十分で、学
校や地域での生活への配慮が欠けている。
②生活に配慮する授業
小学校学習指導要領総則編は、地域の実態を考
慮するということを説明する中で、「学校は地域社
会を離れては存在しえないものであり、児童は家庭
や地域で様々な経験を重ねて成長している。」と述
べている。子どもの経験と教育の関連について、デ
ューイも、「子どもはすでに徹底的して活動的であ
って、したがって、教育の問題はこの子どもの様々
な活動を捉え、このような活動に方向づけをすると
いう問題なのである。」注4）と捉えている。
【資料1】1998年度　和光小学校　「技術科」年間指導計画
（和光小学校1998年度　学校公開研究会発表要項より作成。）
すなわち、工作の活動内容を構成するにあたって
は、地域や家庭、学校において児童が現に経験して
いること、あるいは関心を抱いてやってみたいと欲
求していることに関連づけ、方向づけていくことが
望ましいのである。
最近は地域での異年齢集団が減少したことや、家
庭内でひとりで遊べるさまざまなゲーム機や玩具
が販売されており、自分たちで遊び道具を作って遊
ぶことがきわめて少なくなってきていることなど
から、自分で身の周りのものにはたらきかけ何かを
作り出していく体験が乏しくなってきている。
とはいえ、子どもの生活環境にも当然のことながら
地域差があり、一方では、子どもが自由に草花や木、
土などを取ってよい、つまり周りの目が大らかな自
然の豊かな地域と、他方では、うっかり道路沿いの
草花を摘んでも叱られるような個人の権利意識が
強い地域とでは、児童が周りのものへはたらきかけ
る態度も違ってくる。 自然の豊かな地域では周りの
ものと関わって生活している児童が多数いる。
したがって、工作の授業が日常生活での経験とか
け離れた形で始まり、授業で完結するのではなく、
児童の日常生活との関連で始まり、授業で取り組ん
だことが、その後の生活につながることに配慮した
内容と方法が考えられてなくてはならない。
3．技術の基礎を重視する
①実用品をつくる
かつて手工科は、学校で使用する学用品（色紙袋、
筆立て、筆入れ、手工用手箱、押し葉挟み、のりべ
ら、竹ペン等）や家庭で使用するもの（折り紙の箱、
はたき、コップ、茶碗、菓子箸、糸巻き等）を多数
作らせていたが、現在においても学校や家庭で使う
ものを取り上げることは十分可能であり、さまざま
な意味で意義のある取り組みとなる。
和歌山県橋本市にある学校法人「きのくに子ども
の村学園」では小学校6年生が、中学校で自分が使
う教室用の机と椅子を自作している。 3年間使用す
るに耐える構造になっている。
これは特別な事例かもしれないが、遊びに使える
もの、紙をすく道具、木製のはた織り機等、遊びや
学習など、使用目的を明確に有するものはさまざま
考えられるし、それらを作るときの児童のこだわり
は確かに違うのである。
実用品を作ることは、児童が自尊感情を高めてい
くことにも役立つ。 5年生で学級崩壊状態になった
後の6年生での取り組みを通じて、筆者（松本）は
次のような体験をした。
彼等には、自分たちが周囲の人たちに役に立つよ
うな場面を作ることが大切だと考え、図画工作科の
授業において、電動糸のこを活用する教材を用いて、
全校の学級札や特別教室などの札、職員室の札など
を自作させたことがある（【写真1】参照）。
児童それぞれが、作りたい部屋を分担し、その部
屋を管理する教師や、それぞれの教室の児童からデ
ザインの希望を聞き、それを自分でデザインし、札
をつくるとともに、吊す腕木を角材から、そして留
め金具を鉄板から切って自作させた。 それまでは作
ることにおいても投げやりだった児童が、実に熱心
に取り組んだ。
一度、作り上げたものについて、どうしても納得
がいかないと言って、別の材料を使ってやり直した
児童もいた。作ったものを取りつけると、部屋の担
当の教職員やその教室の児童から感謝され、「自分
たちの学年はだめな学年と見られている。」と考え
ていた6年の児童が、周囲の人たちの役に立ったこ
とが契機となって、自尊感情と自信を取り戻してい
った。
それ以後、高学年では自分自身が使うものを作る
ということに加えて、学校や家庭で自分以外の人も
使うものを、注文を聞いて作るという取り組みを試
みるようになった。 いずれの場合も自分が使うもの
以上に、児童はこだわりをもって製作に取り組む姿
が見られた。注5）
教科書に紹介されている作品例は美術の観点か
ら見ると、自由な発想で個性豊かであるが、作った
たものを使用することを考えたとき、構造上問題の
あるものが多く、授業で作ることを楽しんで終わる
作品例が多数見受けられる。 何を作らせるかは遊び
や生活との関連への配慮が必要なのである。
特に完全学校週5日制になり、土日の地域での生
活の中で、児童が身の周りのものと豊かに関われる
ためにも、素材・材料、道具、技術、作品のいずれ
【写真1】木工作品職員室に掲げられた札
おいても、生活との関わりに配慮した工作教育とす
る必要がある。
②遊びで終わらせない
教科書の工作作品例を見ると「工作遊び」で終わ
らせているといえるものが多い（例3年教材「く
ぎうちとんとん」その他）。
この教材では、とにかくたくさんの釘を打ち、釘
を打つ楽しさを味わいながら、置いて眺める作品を
作ることになっている。
初めて道具に出合った場合、その道具を何らかの
目的のために使用するというより、ただその道具を
使用することを楽しむ時期があるものである。 例え
ば、ナイフを持たせると、初めは何でも切ってみよ
うとするとか、金槌の場合はやたらと釘を打つとか、
鋸の場合は、鋸屑が出て木を切るのを楽しむといっ
た時期がある。 それをまずしっかり体験させること
が大切である。
しかし、それを学校の授業で取り上げるかどうか
は児童の実態によるのである。 児童はどの程度、釘
打ちを体験しているのかによって、釘と金槌を使う
学習材を選定する必要がある。
家庭で体験している児童もいるであろうし、幼稚
園で体験している児童もいる、さらにそれまでの学
校の生活の中で体験している児童もいるであろう。
こうした実態から釘打ちの学習材は検討されなけ
ればならない。
釘打ちの場合、授業後に何らかの必要があって、
木材で目的物を作る際に必要になる知識として、材
木の厚さに応じた釘の長さ、釘を打つ位置、金槌の
種類と構造等があげられる。 遊びでただ釘をたくさ
ん打っただけで終わらせては、こうしたことに気付
かないのである。 その後の生活における金槌と釘の
使用を想定して、それに適した学習材が考えられな
ければならない。 （【写真2】参照）
【写真2】木工作品「キリン」に釘打ちをして飾りつけ
デューイが子どもの興味や衝動と教育の達成す
べき目標とについてふれた中で、以下のように述べ
ている。
「子どもが箱を作りたいという衝動を実現しよ
うと試みる場合には、そこには、子どもの観念を明
確にし、それを計画にまとめあげ、それに適合した
木材を手に入れ、必要な部分の割合を決める、など
といった課題が派生してくるのである。 そこには、
材料の準備をしたり、鋸を用いたり、鞄をかけたり、
紙やすりを使ったりして、すべての端や角をぴった
りと合わせるといったような訓練を必要とする作
業などが含まれているのである。 道具や工程につい
ての知識がいやでも必要になってくる。」注6）
工作活動を遊びの段階に留める場合には、工作に
必要な技術はほんのわずかしか身につかずに終わ
ってしまうことになるのである。
遊び（遊動）と作業（技術）の違いを高橋勝は
主体のありように兄いだしている。
遊動関係とは、「自他、主客の未分化な一つの流
れそのものに身を委ねた行為である。」さらに、ガ
ダマーの言葉を引用して、「どこで終わるか目標の
はっきりしない、あてどない往復運動」という特徴
を挙げている。
一方、技術関係とは彼によれば、「なによりもま
ず人間の世界に対する企て（プロジェクト）によっ
て成立する。ここでは、人間はつねに企ての主体で
あらねばならない。 主体がある対象に計画的、目的
意識的製作に向かう行為、これが＜技術＞関係であ
る。」注7）
明確な使用目的を持って作る場合は、それに制約
される側面があるけれども、目的があるがゆえにそ
の日的達成のために知恵をはたらかせ、材料や道具
と対話し、自分の力と対話しながら作業を進めると
いうことが生起するのである。
工作活動を、遊びで終わらせるのか、それとも日
常生活で使用できるものを＿作っていく活動へと発
展させていくのかによって、児童が加工の知識・技
術と出合う回数とその質は、著しく異なってくる。
使用目的を問わない工作教材が増えてきている
のは、新学力観に立ち「個性を生かす教育」「創造
性を育成する教育」を追求していく際に、実生活と
いう側面を欠落させていることに起因するのでは
ないかと考える。
教科書の作品例を見ると従来に比べ、ある面での
個性・創造性の育成は重視されているが、技術の基
礎・基本が軽視される結果となっているといわざる
を得ない。
こんにち言われている「確かな学力」論や、小学
校学習指導要領総則編で強調されている「基礎・
基本の重視」という基本方針を工作領域において適
用して考えると、遊びに終わらせることなく、生活
場面において使用できるものを作ることが重要で
あると考える。
4．生活に必要なものは全て大地より来る（洞察
力を育てる）
手島精一が「自分の取り扱う商品はいかにして
るか分からぬ人では困る。」一往8と、手工科が商
業をする人にも必要であることを述べているが、
我々が日頃使用している紙、食器、衣服、金属が、
どのようなものから、どのようにしてできるのかを
体験的に学ばせることが必要である。
デューイがシカゴの実験学校で手仕事を取り入
れたことの成果として、洞察力が育っていることを
挙げている。 （そのためには、手工業の時代の人々
がしたように、原材料からの手作業とともにそれと
関わって歴史、地理、科学実験なぜにも取り組んで
いる。）
公立の小学校でデューイの実験学校のような実
践を展開することは困難工であろう。
とはいえ、自然が豊かな地域にある学校において
は紙、食器、衣服、食材、木材など衣食住にかかわ
るものの素材を大地から入手し、手作業で作ること
により、それらがどのような過程を経て作り出され
たものであるのか、そして、生活に必要なものは大
地から生み出されたものであることを、児童は学び
取っていくことができる。
紙つくりを経験したならば、例えば、理科の学習
で、ろ紙で水に混じったものをこし取る実験をして
も、紙は細い繊維の重なり合いによってできている
ものだから、繊維と繊維の間をすり抜けるものと引
っ掛かるものとを分離できることも、洞察できるよ
うになるのである。
津賀小学校では、粘土の作品をつくるのに、粘土
は市販のものを購入しないで、児童の身の周りの土
から取り出すことを、小学校卒業までに1度は体験
させるようにしている。
身の周りにある田や畑や山から土を取ってきて
泥水をつくり、泥水をしばらく静置させて水と泥を
分離させ、水を捨て泥を布を敷いたざるに移して乾
燥させ、水分がなくなって適当な固さになったとこ
ろで練って作品をつくり、空き缶に作品と木炭を詰
めて焼成するご
これを体験した児童は、「粘土はどのような土の
中にもある。」「身の周りの土から取り出した粘土
でも作品ができる。」ということを理解するととも
に、身の周りの土に対する関心が高まり、粘土の多
く含まれた土を発見して担任に教えてくれたり、外
国の土でも粘土が作れるのだろうか、という疑問を
持ったり、大地を価値あるものが埋まっているもと
見たりするようになった。
Ⅳ工作領域のカリキュラムについて
前述したように、歴史的な考察もふまえて、工作領域の
カリキュラム編成に関して重要視しているのは、1． 生活
との関連を図ること、2．技術の基礎を重視すること、3．
生活に必要なものは全て大地からくることを認識すること、
4．洞察力を育てること、の4点である。
筆者（松本）の現在の勤務校である津賀小学校で
は、これら4点を基本に据えて実践に取り組んでき
た。
モノと人との関連について、佐藤学は「モノや人と交
われない身体、モノや人と繋がれない身体、モノや
人に応答できない身体」注9）という観点から、現
代の問題状況をとらえている。
実際に身の周りのものにはたらきかけさまざま
なものを作ってきた児童自身が言うのには、「身の
周りのものに目が向くようになってきた。」という
ことである。
自分が身近に関わったものがあると、自ずとそれ
に目が向くようになり、さらにはたらきかけをし＿よ
うとするのである。
佐々木正人の紹介するアフォーダンスの理論に
よれば、観察者と環境との関連につ早て、「観察者
が環境の面の配置に見ているものが、観察者の身体
にとっての『意味』や『価値』であることを示して
いる。」注10）と、とらえている。
身の周りのものへ、の関心を高めるには、単に手作
業だけで終わるのではなくて、可能な限り知的な学
習と関連させていくことが大切である。
かつては、「ゆとりの時間」があり、そのような・
取り組みが可能であった。 現在は、総合的な学習の
時間を活用できる‾し、また、他の教科の学習と合科
的に取り組むことも考えられる。
筆者（松本）の現在の勤務校である津賀小学校で
は、図工の時間をベースに総合的な学習の時間も利
用し、手仕事の活動をさらに知的な学習へと発展さ
せていく実践を積み重ねている。
このような衣食住に関わるものをつくる授業は、
社会科を研究するグループでも取り組まれている。
図工の時間のみで行うのには、時間と内容面から無
理があり、社会科や理科、家庭科などの時間を充て
る方が適当なものもある。
自然豊かな中に生活している本校の児童が、身の
周りの物が自分に話しかけてくる、感じとることが
できるように、彼らが目にする身の周りのさまざま
な素材・材料、道具等を用いて体験的に学習してい
く工作領域のカリキュラムにしたいと考えている。
現在は、工作領域の試みは3年生以上での取り組
みが中心であるが、津賀小学校では1年次から6年
次までを対象にして、先の4つの観点をふまえてカ
リキュラムを編成している（1・2年次は準備中）。
その際、教育内容に関しては次の5つの種類の学
習材から構成している（【資料2】参照）注11）。
1．大地に関わり洞察力を育てる学習材
大地に関わる学習材として粘土と紙と布を対象にし
ている。
粘土については先述したとおりである。
紙つくりの素材となるこうぞが、地域の至るとこ
ろに自生しているのでそれを使用している。 紙すき
器を自作させることで、木工作の基礎・基本の多く
を学習させることができると考え、4年生に配当し
た。
【資料2】　2004年度　津賀小学校　工作教育カリキュラム
◎わらの学習材例・縄・へび・おかざり・しめかざり・わらぞうり、わらじ・わらの馬
、・ふご・みの
布は、借用している畑で綿を栽培し、紡錘車で紡
ぎ、機織り機で織る。 糸・布の原理を理解させるこ
とができる。地域に羊を飼育している人がいて羊
毛がもらえるので、紡錘車で毛糸を紡ぐことは6年
生が取り組むことにした。
2．木工作に関わる学習材
釘打ち遊びは幼稚園で経験していること、休憩時
間に自由に木工作ができるようにしていること、さ
らに家庭で体験している児童も多いことから、3年
生では釘打ち遊びに留まらず、板同士を按合する必
要のある箱状のものを作る経験をさせるため、パチ
ンコ・ゲームを考えた。
6年生では板を使用する際に、身近な人たちに注
文を聞いて作ることを取り入れた。
3．竹工作に関わる学習材
竹は身近にあり、学校や家庭でも活用する場面が
あるため取り入れた。
竹の加工の基礎としては、切る、割る、削るがあ
り、その学習材の例として孫の手、－弦琴を考えた。
5年生で米つくりをすることから、その米を使っ
て食べる会を計画し、その時使用する道具として皿、
箸、コップ、竹炊飯器を考えた。
4．わら細工に関する学習財から
わら細工の基礎となる縄ないを体験させている。
5年生の米つくりでできたわらを使って全校で地
域の高齢者を招いてわら細工をしている。
各自、希望するものをつくることにしているが、
低学年では縄、中学年以上はおかざりが多い。 高学
年ではわらぞうりを作る児童もかなりいる。
5．その他の学習材
学習の成果をまとめるとか、卒業にあたっての個
人文集を製本する等の目的で製本の基礎を体験さ
せている。4年生では、簡単な和綴じ製本、6年生
でハードカバーの製本などである。
学校周辺や学校にある木、つる、草花、実を活用
するものとして、リース、フラワー・アレンジメン
トを考えた。生活科でもリース作りに取り組んでい
るが、4年生では使用する素材を広げている。
釘からナイフを作る取り組みは、6年生が社会科
の歴史の学習で石のナイフをつくるのでそれと関
連させている。
各種の道具にみられる先人の知恵を学ぶために、
5年生で「道具のひみつをさぐる」を入れている。
Ⅴおわりに
今を生き、自分の身の周りにはたらきかけ世界を
読み解いていく児童にとって、工作教育に何ができ
るかということを考えてきた。 ところが学校で使用
する工作の教科書の内容は改定の度に、児童が身の
周りにはたらぎかけ世界を切り開く力を育てる力
を弱めており、使いにくいものとならてきている。
本稿は、手工科の歴史とここれまでの児童ととも
につくり上げてきた取り組みを参考に、本校で取り
組もうとしている工作教育のカリキュラム試案を
提起した。
これまでの工作教育を中心とする手仕事の実践
では、以下の教育的価値が兄いだされており、工作
教育は教育課程の中になくてはならないものであ
る。
・五感を通してものの性質を知り、感覚を研ぎ澄ま
す。
・生活に関わる人工物についての知識と洞察力が育
つ。
・生活に必要なものを製作する技能が身につく。
・教科学習に目的と動機と納得が得られる。
・身の周りの自然や人工物への親近感が育つ。
・必要があれば製作しようとする態度が育つ。
・自尊感情が育つ。
・人間関係能力が育つ。
・創造性が育つ。
・道徳性が育つ。
技術教育の立場から工作教育の創造に長年組織
的に取り組んでいる和光小学校・和光鶴川小学校
（東京都内）から多くのことを学んできたが、自然
豊かな地域で児童とともにその時々の必要から学
習材を開発してきた筆者（松本）とは違った観点か
ら技術教育をとらえカリキュラムが編成されてい
る。
きのくに子どもの村学園は、最近、さらに大きな
スケールのもとに手仕事に取り組んでいる。 美術関
係の研究団体も工作領域の試みに取り組んでいる。
1963年に子どもの遊びと手の労働研究会が結成
されて以降は、技術教育の立場から小学校における
工作教育の研究が進んでいる。
このような諸種の取り組みに学びながら、児童が
現在と未来を生きていくのになくてはならない工
作教育を創造していきたいと考えている。
最後に、1991年のさまざまな取り組みを振り返って
書いた6年生女児の感想文を紹介して本稿を閉じることと
する。
「・・（略）それからもう1つ、どんなガラクタ
でも、どんなへんな物でも、使い方しだいでどうに
でもなるんです。 そして、『自然』の物でも…・。
木では組木と炭焼きをしました。 綿で布を織ること
もしました。住居なんて『自然』のかたまりです。
くぎはナイフに変身するし、そのへんのちぎれにく
い草はローブがわりにだってなります。 どんな『い
だいな』『まほう』よりもこんなことの方がもっと
『いだい』だと、私には思えます。」注12）
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Abstract^ Under the post-war education reforms, the pre-war subjects of 'drawing' and 'handicraft' were combined into a
 new subject called 'craft. Handicraft, as technical education in the regular curriculum, has been thoroughly investigated.
However, since it came to be part of'craft ', the contents of the subject handicraft have tended to fell within the fine arts
 category.This neglect of its technical roots has led to criticism from those writing from a technical education background.
The contents of contemporary 'craft textbooks too have shown an even greater tendency to make light of handicraft's
 technical roots. It is thought that the technical element of craft should help kids learn the technical foundations in which
 pupils work upon objects around them and interpret the world. As the forerunner of what is known today as 'craft,
 handicraft has a long history. Drawing on the accumulated fruits of this history, this paper constructs and considers the
contents ofa practical "hands on curriculum' as appropriate for liandicraft education' in a rich elementary school's natural
 environment.
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